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運営委員長 曽  根  俊  彦

早いもので、 「初めてのつどいJを 開催 ヒてか ')、もうす く
｀
1年 になろうとしています.会 員数も

500名 を超え、自立援助ホーム 『星の家』の連菅も軌道にのりつつあります。これもみな、会貞の

皆様のおかげど感謝にたえません。

これを機に、運菅委員会の 1年の活動を振 り返ってみたいピ思いますが、運営委員会は、会則にも

あるように、 「青少年の自立に関する相技 ・援助事業及び自立援助ホーム運菅」をするために設置され

ており、役割とにては 「自立援助ホームの利用者にとって住みよヽヽ生活環境 をどう確保するかぃJ

「オ|1用者の自立のために何が送要か。」、そにて 「ホーム長は じめ、ホームスタソフの働きやすい環境

をどう整えていくか。」この 3点 ではないかど思っています。

違菅委員は、現在11名、医師、弁護士、相談機関の専門家、施設関係者などで構成されてヽヽて、

うち女性委員が 3名 います―!委 員会は、4月 第 2人曜日に行ってヽヽますr)昨年、 7月 29日に第 1回 目の

姿員会を開催 と、以降、現在までに10回の委員会が持たれまtた1‐

逗菅委員会の長も重要な仕事は、自立援助ホームの人退をにPrlする審査です。過去、 6件 (巧4名、

女 2名 )の 審査を行い、全員入唇という結果となっています1、退唇ほ 1件で、まもなく男 1名、女 1名

が近 くにア′く― 卜を借りて自立する予定です(,

その他に、相談事業の一環どにて平成10年2月 7日 「自立のホ ノトラインJを 開設 ヒました,電 話

相談ほ、電話相談経験者がボランティアどにて対応、各週土曜日、午後 3時 か '9午後 8時 まで相談を

受け付けてお 9ま すぃ開設当初11件の電話オロ設があ
′)よ にたが、相談件数が伸び悩んでおり、牙在

ボスター等によるPRを 進めていますので、皆様のご協力をお願い とます()

また、研修活動への取 り組みも、垂官姿員会の仕事の一つであり、電話相談員研修、宿直 。調理ボラ

ンティア研修のほか、一般会員向け研修どとて平成10年2月 15日に表京国際大学教授の小サヒ木啓3先 生

を迎え、論演どシンポジウムを行いました.突 然の大雪となってしまい、予定 した人数までは集ま9

ませんで したが、 「黒戦事件Jや 「自立援助ホーム」についての活発な意見交換が行われまこた。

今年 4月か ')は、新児童福祉法が施行され、 「自立援助ホ
ームJ力 「`児童自立生活援助事業」として

缶1度的に認め '〕れましたぃ運菅委員会では、会でこの御1度を利用できないかどうか検討をは じめました。

この制度に該当すると、国 ・県の補助金を受け'っれるようになるなどの利点があります。

今後の課題ピとては、会の法人化の問題があります。逗菅委員会とにては、財団 ・社団法人あるいは、

社会福祉法人化の道 を模索 してきましたが、今、国会で、NPO法 (特定井甘lll活動促進法)わ
せ可決

され、法人化がより具体的となり、 と |)に検討を重ねています.

以上、運音姿員会の活動を述べましたが

いきたいと思っています。

、 これか ')も会の 「縁の下の力持 ち」 と して、塚力をとて

普/伸
キ今後 ども、みなきまのよリー層の ご支援 をお願い申 ヒ上げます。
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『青少年の自立を支える会』研修会 レポ
ー ト

青少年を取 り巻 く深刻な社会状況のなかで、いま
一度、青少年の

“
自立
"の
意味を考え、

自立の支援や自立援助ホームについての認識を深めることを目的に研修会が行われました。

午前中は、 「社会に旅立つことが困難な子どもたちに
―一社会的自立を支援するために」

と題 したシンポジウムが開かれました。大山千加さん (支える会会員)の 進行により、 4名

の シンポジス ト 〔教育現場か ら小林幸正氏 (宇都宮市立晃陽中学校長 )、 福祉行政か ら

横松 晃 氏 (栃木県県南児童相談所副主幹兼判定指導課長)、 地域援助か ら中村千恵子氏

(ウイメンズコーディネーター)、 支える会か ら星 俊 彦氏 (星の家ホ
ーム長)〕 か らの

報告及び討論がなされました。

午後は、東京国際大学教授の小此木啓吾先生により、 「青少年の社会的自立を支援する

ために」と題 した講演が行われました。シンポジウム及び講演の内容を簡潔に紹介 します。

小林氏は、勤務する中学校の生徒の 1割が養護施設から通 う子どもであることから、学校

生活に見 られる施設の子どもたちの特徴を報告されました。そのうえで、自立援助ホ
ームに

求められる働きとして、①安らぎ (安楽、休息)の 場、②羽ばたき (社会への送 り出し)の

場、③確かめ (経験の共有 ・施行錯誤)の 場、の 3点 を指摘されました。

横松氏は、現代社会では、子どもが他者 との関係づ くりを行 ったり、自己決定 (自らで

考えること)を 行 ったりするうえでのノウハウを得る機会が減少 していると同時に、大人

自身も自らの自立を認識できていない状況を報告されました。従って、在 り来りの道徳教育

(道徳論)と 、一方での規制の強化 (刃物を売ってはいけない等)の 中間に、社会生活上の

ノウハウ ・技術を伸ばせる機会を設けること、子ども中心の視点を多 くの人が持つ必要性を

強調されました。

中村氏は、機能不全家族の増加と、そうした家族が世代間の連鎖を進めるなかで、虐げ

られている女性や子 どもの状況について報告されました。そうした家族に代わって愛情を

与えることのできる、また自身を持 って子 と母を切 り離す ことのできる場の必要性を指摘

されました。

また、課題に対 しては、当事者と共に考えていくことが重要と話されました。

窪】 028-638いるんなグ ッズを<だ さ～い

4 / 1 9、県内のさまざまな市民活動を支えることを目的としたリサイクル ・ショップ

rあるか～な」が、宇都宮市一条にオープンした。とちぎポランティア情報ネット

ワークが運営するもので、①家庭のなかに眠っている衣類、子供用品、家具などを

寄付していたたき、②支援団体リストの中から支援をしたい団体を指定 (「星の家」

をようしく ! )し てもらい、③益金が指定団体にわたるというシステムです。

丁てに、 『星の家』に対する支援金が集まつています。

寄付する方もポランティア、建畜 もポランティア、買ってくれる人もポランティアr r

いるんなグッズがそうつています。みんなて利用しましょうr !

(火ほ体み)|=



星氏は、自立援助ホーム 「星の家」での生活について報告されたうえで、そこでの職員の

役割として、人間関係をつ くる力を育てなおす こと (共に生活を送 り、経験 し合い、信頼

関係をつ くりなが ら)、 他者に適切に依存できる力 (自立を していくうえでの条件)を つ く

ること、を指摘されました。

そして、前向きに一緒に歩いて くれる大人が増えて くれることを呼びかけました。

小此木先生は、アップ ・ッー ・デ
ー トな議論を織 りまぜなが ら、思春期 ・青年期の心の

発達問題と教育についての対社会的な課題について話されました。

まず、中学生の心の問題については、その
一番の課題として、分離不安、さびしさ悲 しさ

を持ちなが らの親離れ 。自立と、それを補いまぎらわす同年代のグル
ープ (仲間)集 団の

重要性について指摘されました。中学生以降の子どもの心のあり方 としては、プライ
バ シー

感覚を育てることにもなる、自分だけの秘密の保たれる世界を確保することの必要を指摘

されました。

また、親か ら離れていくけれども、そうした親離れを支えるのもまた親であり、子どもを

受け止める度量 (親心)の 必要性を話されました。

次に、高齢少子社会の進行を背景にして、次のジェネレ
ージョン (世代 。人類)を 育てる

親 らしい心の喪失化 と、それに伴 う母性愛の見直 し
。新 しい育児観づ くりの必要について

言及 しました。

同時に、 「星の家」の取 り組みも、そうした2 1世紀に向けた人類的な課題に答える
一つの

試みとして評価され、自立援助ホ
ームにおける家族構造の再現に関 して、 (星さん)父 母が

そろつていることのメリッ トとして、①親離れ しやすいこと、②逃げ場の役割、③男性
・

女性としてのモデル、という点を指摘されました。

以上、大変簡潔にまとめてまいりましたが、当日のそれぞれの先生方のお話の内容は濃 く、

とても有意義な 1日 であつたことをここにお伝えいたします。

( 加藤 悦 雄 )

-7030
◆宇者8宮陽東□―タリークラフから車の寄譜が

ありましたr F

青のコウンエース ( 4 W D ) です。

便利になりました。

ありがとうこさいました! !

◆宇都宮□―タリークラブから寄付がありましたr r

総額 3 0 1 , 0 0 0円 あ りがこうごさいました。

◆ 3 / 1 7理事会を開催 しました。平成1 0年度事業

計画及び予算案についての審議がされました。

橋本観行本店●

食ヽ品西開s4晴立てピル1臓(駐車町有)



住み込みボラ、森下 亮さん4122から||

がねてより募集していた住み込みポランティアとして、

日本育年奉仕協会がら森下 亮 さん (22 )が派遣されました。

星ホーム長によるとガッチリとした体格で、とても

素直な印象とのことです。若いし、新しいエネルギ
ー

を感じるとも話しブています。

来年の 2月ごるまでの滞在となる予定

ですが、どうぞよるとノ<お 願いします!

事務局会議記録ポラ

事務局会議の会議録の作成

する作業です。 (毎月第 1火

曜日、 2時 間程度)

会報発送ボラ

会員に配付する会報を、

封衛に入れ、宛て名を貼る

作業です。 3ヶ月に一回、

2時 間程度です。 運営委員会記録ポラ

運営委員会の会議録の作成

する作業です。 (毎月第 2火

曜日、 2時 間程度)
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と き//平成10年6月13日(土)13i30

ところ//社会福祉教育センター

援 の 輪(19984現在)

ギヤ会員募集中 !です。 1日 5′00

亨rス タッフ ポ ランティア募集 !

寿孫袋=舎章α)開 ロキ増とに二て)い 百ご

※ 駐 車場が狭いので、

交通機関をご利用ください。
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0円  [郵使張替/宇都宮00140-3-366972 名義/青少年の自立を支える会]

どんなことでもお手伝いいただける方、お待ちしています。

会員名簿に住所、電話番号を

掲載しないことを希望する方は、

ご連絡ください。国会員数        514

□会費 寄 附金  7′ 680′173

前回 (199816)

□会員数        480人

国会費 寄 附金  7,426′886円

人

円

Ⅲ A

と Ψ ' 4
青少年の自立を支える会 事務局
◇◇◇◇◆◆◇◇◇◇◇◇◇◇◇

〒321-0963 宇都宮市南大通り 4-218

自立援助ホーム 「星の家」内

TEL・FAX  028(651)0161


